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PB－28．
ヒト，サル，ラットの結合腕傍核
（解剖学第二）
○北村泰子，山田仁三
　ヒトの結合腕（上小脳脚）を取りまく細胞集団を結
合腕傍核（PB）と命名され，結合腕の外側を外側核，
内側を内側核と区分された（Olszewski　and　Baxter，
1954）．このPBは哺乳類に共通して存在し，ラットに
おいては多くの亜核に区分され，さらに，それぞれの
亜核の結合および機能が詳細に検索されている．そこ
で，ヒトでの結合および機能を系統発生学的に推測す
るために，ラットと同様な実験をサルで行った．
　ニホンザルのPBの細胞構築をNissl染色によって
検索した．その結果，PBは大きく内側核，外側核およ
びK611iker－Fuse（KF）の核に区分された．さらに内側
核は，背側部（DPBM），腹側部（VPBM）に区分され
た．また外側核は，外側部（EL），最外側部（EXL），腹
側部（VL），背側部（DL），中心内側部（CL），中心外
側部（IL）と吻側背側部（SL）に区分された．
　また，サルの脊髄結合論敵核線維を順行性軸索流法
により調べた．その結果，標識線維は同側性優位に脳
幹網様体腹側部を上行し，三叉神経運動核の高さあた
りで腹側から背側に移動して，PBの腹側部に至った．
脊髄線、維を最も多く受けたのはIL，ついでEしとDし
が多く，CL，　VPBM，　KFは比較的多くの線維を受け，
その他の領域には終末が認められなかった．上記の所
見は，以前のラットの実験で得られた結果と極めて類
似していた．
　以上のことから，系統発生的な視点を踏まえると，
ヒトのPBでも同様な亜核および線維結合があるだろ
うと推測している．さらに，ラットと同様にヒトのPB
でも痛覚や味覚の機能があることが推測できる．
PB－29．
耳石器系交連性前庭神経核ニューロンと垂直半
規管入力
（生理学第二）
○白　日淑，蒙　　暉，佐藤
　内野今生
斉，今川美登里，
　耳石器系交連抑制は直線加速度増強のメカニズム
として重要である．この交連抑制機構は二つある耳石
器のうち卵形嚢系に強力に作用する（Uchino　et　al．
Exp．　Brain　Res．2001）．除脳ネコを用い，卵形嚢神経
刺激に応答し，対側前庭神経核に軸索投射する前庭神
経核ニューロン56個を記録した．ほとんど全て（51／
56）が卵形嚢神経から直接入力を受けており，潜時は
0．8－1．4ms（平均1．lmsn＝51）であった．そのうち21
個が後半規管神経からも入力を受けており，耳石器と
半規管に共通の交連性抑制機構が存在すると考えら
れる．この結果は卵形嚢入力と後半規管入力の収束す
る前庭脊髄路ニューロンの存在を明らかにした先行
実験の結果をよく支持する（Zakir　et　a1．　Exp，　Brain
Res．2㎜）．調べた56個の前庭神経核ニューロンの大
部分45個（80％）が脊髄への軸索を送り，そのうち
31／45が内側前庭脊髄路を下行し，残りは外側前庭脊
髄を下行していた．10／45個は動眼神経核へも軸索投
射していた．動眼神経核へのみ軸索を送る前庭動眼
ニューロンは交連線維をもたなかった．また交連性抑
制に関わる前庭神経核ニューロンの約半数31個が前
庭内側核に存在し，残りは下核と外側核に存在した．
PB－30．
Properties　of　otolith　activated
thalamic　neurons　in　the　cat
（生理学第二）
vestibulo一
OH．　Meng，　R．S．　Bai，　H．　Sato，　M．　lmagawa
　and　Y．　Uchino
　Properties　of　otolith　inputs　to　vestibulo－thalamic
（VT）　neurons　were　physiologically　studied　in　10　adult
anesthetized　cats．　Single　unit　activities　of　VT　neurons
were　recorded　in　the　vestibular　nuclei．　These　respond－
ed　orthodromically　after　selective　stimulation　of　the
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